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多
摩
丘
陵
の
自
然
を
活
か
し
た
公
園
。
シ
ン

ボ
ル
は
姿
池
に
架
か
る
長
池
見
附
橋
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
見
附
橋
」
バ
ス
停
下
車
す
ぐ

毎
年
春
に
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会

場
と
な
る
。
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
が
隣
接
。

【
ア
ク
セ
ス
】
京
王
相
模
原
線
「
南
大
沢
駅
」

下
車
す
ぐ

閑
静
な
住
宅
街
の
な
か
に
あ
る
公
園
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
も
併
設
し
て
い
る
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
だ
い
り
谷
戸
公
園
」
バ
ス
停

下
車
す
ぐ

鑓
水
商
人
の
１
人
、
大
塚
五
郎
吉
屋
敷
跡
が

あ
る
。
小
泉
家
屋
敷
が
隣
接
し
て
い
る
。

【
ア
ク
セ
ス
】「
鑓
水
中
央
」
バ
ス
停
下
車
、

徒
歩
約
５
分

南
大
沢
中
郷
公
園

鑓
水
板
木
の
杜

緑
地

長
池
公
園

内
裏
谷
戸
公
園

ン タ

ウ ー



市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介
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歩
し
な
が
ら
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
ス
タ

イ
ル
が
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
青
山

さ
ん
は
「
仲
間
同
士
で
集
ま
っ
て
何
か

を
す
る
こ
と
で
、
世
界
が
広
が
っ
て
く

れ
れ
ば
良
い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　

毎
月
1
回
開
か
れ
る
座
談
会
の
よ
う

な
例
会
で
は
、
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か

と
い
っ
た
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
語
ら
い

が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
場
所
へ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
不
定
期
に
開

催
し
て
い
ま
す
。「
活
動
の
成
果
を
い

ず
れ
〝
ぶ
ら
散
歩
Ｍ
Ａ
Ｐ
〟
と
し
て

ま
と
め
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
共

有
（
シ
ェ
ア
）
し
て
い
き
た
い
」
と
青

山
さ
ん
。
気
負
わ
な
い
自
然
な
姿
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
由
木
地
域
か
ら

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
、
つ
な
が
っ
て

　

あ
る
晴
れ
た
日
、
大
田
川
の
源
流

を
探
る
た
め
に
小
山
内
裏
公
園
に
集

ま
っ
た
の
は
、「
歴
史
を
記
録
す
る

由
木
ぶ
ら
散
歩
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
。「
園
内
に
は
昔
、
田
ん
ぼ
が

あ
っ
た
ん
で
す
」「
こ
れ
、
山
椒
の

実
で
す
ね
」「
こ
こ
か
ら
良
い
写
真

が
撮
れ
ま
す
よ
」
…
…
と
、
思
い
思

い
に
語
ら
い
な
が
ら
、
気
ま
ま
に
散

策
し
て
い
ま
す
。

　

由
木
ぶ
ら
散
歩
の
会
は
２
０
２
４

年
、
広
く
地
域
に
開
か
れ
た
交
流
の

場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
南
大
沢
の

「
認
定
こ
ど
も
園
せ
い
び
」
と
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
い
う
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
南
大
沢
」
の
共
催
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

企
画
を
立
案
し
た
の
は
、
高
齢
者
あ

ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
の

青
山
百
合
香
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
も

マ
ル
シ
ェ
や
編
物
サ
ー
ク
ル
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
次

の
取
り
組
み
と
し
て
検
討
し
た
の

が
、
ま
っ
た
く
の
門
外
漢
だ
っ
た

と
い
う
「
歴
史
」
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
方
に
相
談
し
な
が
ら
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
会
の

構
想
を
練
る
中
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
散

歴史を記録する由木ぶら散歩の会◆例会：毎月第２月曜15：30～17：00
◆お問い合わせ先：�（678）1880� �

（高齢者あんしん相談
センター南大沢・青山）

▲小山内裏公園の大田切池を見学するみなさん
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『
広
辞
苑
』
を
み
る
と
、

氏う
じ

神が
み

と
は
「
氏
の
祖
先
の

霊
を
神
と
し
て
祀
っ
た
も

の
。
氏
族
神
」、
鎮ち
ん

守じ
ゅ

は

「
そ
の
地
を
鎮
め
守
る
神
。

ま
た
、
そ
の
社
」、
産う
ぶ
す
な土

神
は
「
生
ま
れ
た
土
地
の

守
り
神
、
近
世
以
後
、
氏

神
・
鎮
守
の
神
と
同
義
に

な
る
」
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
氏
神
は
氏
族
の
神
（
氏
の
系
譜

＝
時
間
的
）、
鎮
守
は
一
定
の
土
地
を
守
る

神
（
地
域
＝
空
間
的
）、
産
土
神
は
生
ま
れ

た
土
地
の
神
で
あ
る
。

　

氏
と
は
、
血
縁
関
係
の
あ
る
家
族
群
（
本

分
家
）
で
構
成
さ
れ
た
集
団
で
、
後
世
に
は

必
ず
し
も
血
縁
関
係
が
な
く
て
も
、
姓
を
同

一
に
す
る
集
団
で
氏
と
考
え
る
場
合
も
あ

る
。
鑓
水
の
小
泉
姓
は
、
小
泉
本
家
の
稲
荷

を
初
午
に
祀
る
。
南
大
沢
の
日
枝
神
社
は
田

中
姓
で
祀
っ
て
い
た
。

　

鎮
守
は
寺
院
に
も
あ
る
。
以
下
、
文
政
５

年
（
１
８
２
２
）
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
を
み
て
み
よ
う
。
下
柚
木
の
永
林
寺
で

は
、
白
山
社
・
三
社
合
祀
社
・
三
峰
社
・
妙

見
社
・
弁
天
社
の
五
社
は
み
な
境
内
の
鎮

守
、
堀
之
内
の
保ほ
う
せ
い
じ

井
寺
は
白
山
神
社
が
境
内

の
鎮
守
と
さ
れ
て
い
る
。

　

別
所
の
山
王
社
（
日
枝
神
社
）
は
蓮
生
寺

の
持
ち
で
、
村
の
鎮
守
で
あ
る
。
松
木
は
村

の
鎮
守
は
な
く
、
浅
間
社
・
稲
荷
社
・
聖
天

社
・
神
明
社
な
ど
、
土
豪
的
な
者
に
属
し
た

神
社
や
集
落
の
鎮
守
の
七
社
が
併
記
さ
れ
て

い
る
。
南
大
沢
の
八
幡
社
は
村
の
鎮
守
で
村

民
の
持
ち
。
上
柚
木
は
愛
宕
社
・
神
明
社
な

ど
七
社
が
村
の
持
ち
。
下
柚
木
の
御
嶽
社
は

上
・
下
柚
木
村
の
鎮
守
で
光
明
院
（
廃
寺
）

の
持
ち
。
鑓
水
の
弁
天
社
は
村
の
鎮
守
で
村

の
持
ち
、
八
幡
社
は
小
山
村
本
覚
院
（
修

験
）
の
持
ち
、
諏
訪
社
は
村
の
鎮
守
で
村
持

ち
、
子ね
の

神
社
は
永
泉
寺
持
ち
。
中
山
の
白
山

社
は
村
の
鎮
守
で
別
当
（
神
社
に
付
属
す
る

寺
院
）
が
常
宝
院
（
修
験
・
廃
寺
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

堀
之
内
に
あ
る
北
八
幡
社
は
堀
之
内
・
越

野
・
松
木
三
村
の
鎮
守
で
、
別
当
が
普
願
寺

（
廃
寺
）。
南
八
幡
社
は
小
田
源
太
左
衛
門
の

勧
請
で
松
木
村
教
福
寺
（
廃
寺
）
の
持
ち
。

越
野
の
山
王
社
は
村
の
鎮
守
で
、
別
当
は
玉

泉
寺
。
東
中
野
の
熊
野
社
は
村
の
鎮
守
で
、

別
当
が
金
住
院
（
廃
寺
）。
大
き
な
塚
の
上

に
あ
る
大
塚
の
八
幡
社
は
別
当
が
最
照
寺
。

　

一
つ
の
村
に
一
つ
の
鎮
守
社
で
は
な
く
、

そ
の
管
理
は
村
や
村
内
外
の
寺
や
修
験
で
あ

り
、
多
様
だ
っ
た
。
神
社
を
寺
や
修
験
が
管

理
し
、
神
社
で
は
本
地
仏
を
祀
る
な
ど
、
神

仏
習
合
が
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
民
俗

信
仰
で
あ
っ
た
。
今
の
私
た
ち
の
神
仏
に
対

す
る
考
え
方
の
多
く
は
、
明
治
に
な
っ
て
か

ら
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
う
ち
、
八
王
子
市
域

の
中
心
は
南
大
沢
駅
や
京
王
堀
之
内
駅
で

あ
る
。
駅
周
辺
に
は
八
王
子
市
の
行
政
施
設

や
大
学
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
商
業

施
設
な
ど
が
立
地
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
自

然
探
訪
の
地
と
し
て
も
極
め
て
恵
ま
れ
て
い

る
。
最
大
の
理
由
は
、
こ
の
地
域
が
多
摩
丘

陵
で
、
か
つ
縄
文
時
代
か
ら
続
い
た
里
山
的

な
人
の
営
み
が
開
発
前
ま
で
維
持
さ
れ
て
き

た
か
ら
だ
。
そ
の
基
盤
の
上
に
形
成
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
自
然
探
訪
の
地
と
し
て
も

優
れ
て
い
る
具
体
的
な
理
由
を
以
下
に
列
記

し
て
み
る
。
①
多
摩
丘
陵
の
自
然
と
地
形
を

生
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
道
と
立
体
分
離
さ

れ
た
歩
行
者
専
用
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
②
歩
行
者
専
用
道
路
に

は
急
坂
が
な
く
、
歩
い
て
い
て
息
切
れ
を
す

る
よ
う
な
所
が
な
い
。
③
公
園
、
緑
地
、
緑

道
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
道
で
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
④
歩
道
の
幅
が
広
く
、
か

つ
街
路
樹
が
あ
っ
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
。
⑤
緑
が
破
壊
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
あ
っ
た
が
、
建
設
か
ら
50
年
が
経
過
し
て

町
の
中
に
緑
が
復
活
し
て
き
て
い
る
。
⑥

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
に
大
栗
川
が
流
れ

て
い
て
、
カ
モ
類
、
サ
ギ
類
、
セ
キ
レ
イ

類
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の
水
鳥
に
間
近
に
出
合

え
る
。
⑦
堀
之
内
地
区
に
あ
っ
た
「
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
19
住
区
」
が
地
元
の
酪
農

家
の
根
強
い
反
対
で
開
発
計
画
か
ら
除
外

さ
れ
、
今
で
は
ア
グ
リ
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

「
農
の
あ
る
景
観
」
と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
連
接
地
に
あ
る
。

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
は
ど
こ
を
歩
い

て
も
自
然
探
訪
地
と
な
る
が
、
今
回
は
私
が

特
に
好
き
な
ル
ー
ト
を
２
コ
ー
ス
紹
介
す

る
。
い
ず
れ
も
距
離
が
長
い
の
で
、
数
回
に

分
け
て
歩
く
と
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も

素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
が
数
多
く
あ
る
が
、
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
で
割
愛
す
る
。

　

１
．
南
大
沢
駅
か
ら
都
道
５
０
３
号
（
相

模
原
立
川
線
）
を
通
っ
て
、「
南
大
沢
」
交

差
点
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
「
清
水
入
緑
地
」

内
に
入
り
、「
南
大
沢
南
」
交
差
点
か
ら
長

池
公
園
内
を
巡
り
、「
長
池
公
園
見
附
橋
」

の
下
か
ら
「
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
」
を
通
り
、
京

王
堀
之
内
駅
に
出
る
。

　

２
．
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
松
が
谷
駅
か
ら

「
松
が
谷
遊
歩
道
さ
ん
ぽ
み
ち
」
を
通
り
、

隣
接
す
る
３
公
園
（
大
塚
西
公
園
、
東
中
野

公
園
、
大
塚
公
園
）
を
巡
り
、
大
塚
公
園
の

「
運
動
広
場
」
か
ら
大
栗
川
に
下
り
る
。
堤

防
を
上
流
に
向
か
い
、「
乞
田
川
」
合
流
地

を
過
ぎ
、「
さ
ん
も
り
橋
」
か
ら
「
富
士
見

台
公
園
」「
松
木
日
向
緑
地
」
を
通
り
、
南

大
沢
駅
に
出
る
。

八王子・日野カワセミ会 会長　粕谷　和夫
八王子自然探訪 11多摩ニュータウンを歩く

由木地区の江戸時代の氏神・鎮守について
八王子地域社会研究会 代表　佐藤　広

八王子の民俗誌 25

◀
上
柚
木
の
神
明
神
社
（
社
殿
は
山
の
頂
に
あ
る
）

▲せせらぎ緑道
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私
は
伊
賀
在
住
で
現
代
忍
者
を

実
践
し
て
い
る
。
忍
者
は
忍
術
を

駆
使
し
て
生
き
残
っ
て
き
た
。
忍

術
を
現
代
に
応
用
し
た
生
存
術
を

普
及
さ
せ
、
そ
れ
をN

injalogy

（
忍
者
学
）
と
い
う
言
葉
で
表
し

て
い
る
。
忍
者
の
仕
事
は
情
報
収

集
、
情
報
発
信
だ
。
と
こ
ろ
が
昨

今
、
飛
ん
だ
り
、
跳
ね
た
り
、
バ

ク
転
し
た
り
す
る
映
画
や
漫
画
の

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

忍
者
が
ま
か

り
通
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
い

け
な
い
と
思
っ

た
。
真
の
忍
者

を
伝
え
る
必
要

を
感
じ
て
い

た
。
そ
の
手
段

が
狼の

ろ
し煙
。
忍
者
は
狼
煙
を
得
意
と

し
た
。
狼
煙
の
歴
史
は
古
く
、
中

国
で
始
皇
帝
が
万
里
の
長
城
に
狼

煙
台
を
設
置
し
、
日
本
も
大
和
朝

廷
が
太
宰
府
か
ら
危
機
管
理
と
し

て
奈
良
ま
で
狼
煙
伝
令
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
た
。
支
配
者
の
み

が
知
る
通
信
手
段
を
忍
者
は
個
人

で
使
っ
た
。
現
代
の
狼
煙
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
だ
ろ
う
。
私
も
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
を
得
て
い

る
。

　

昨
年
12
月
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
Ｘ
」

で
八
王
子
市
在
住
の
遠
藤
進
さ
ん

と
知
り
合
う
。
遠
藤
さ
ん
は
植
物

写
真
を
毎
日
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

植
物
通
と
思
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。
忍
者
は
植
物
を
有
効
利

用
し
て
き
た
か
ら
だ
。
遠
藤
さ
ん

に
実
は
私
は
忍
者
研
究
者
と
告
げ

る
と
、
八
王
子
も
忍
者
と
関
わ
り

が
あ
っ
た
と
の
情
報
を
も
ら
う
。

そ
こ
で
私
は
八
王
子
に
行
っ
て
高

尾
山
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
と

ん
と
ん
拍
子
に
話
が
進
ん
で
揺
籃

社
で
忍
者
の
本
を
出
版
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

半
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
メ
ー
ル
や

電
話
を
し
、
本
完
成
ま
で
八
王
子

に
４
回
も
通
っ
た
。
お
か
げ
で
八

王
子
の
地
理
に
詳
し
く
な
っ
た
。

遠
藤
さ
ん
は
私
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
い
う
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
作

成
し
て
欲
し
い
と
言
う
。
遠
藤
さ

ん
は
何
度
も
揺
籃
社
か
ら
本
を
出

し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
で
従
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
初
め
て
の
ソ
フ
ト
で

の
作
成
は
本
当
に
悪
戦
苦
闘
だ
っ

た
。
ケ
ン
カ
も
し
た
が
、
こ
の
ソ

フ
ト
を
使
う
意
味
が
終
盤
に
な
っ

て
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
私
は
文

章
で
遠
藤
さ
ん
は
イ
ラ
ス
ト
の
担

当
だ
っ
た
が
、
八
王
子
の
忍
者
も

捨
て
が
た
い
の
で
遠
藤
さ
ん
に
ぜ

ひ
八
王
子
編
の
文
章
を
書
い
て
欲

し
い
と
頼
ん
だ
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
が
、
良
い
本
が
出
来
た
と
自
負

し
て
い
る
。
行
動
を
す
れ
ば
何
か

が
起
こ
る
。
行
動
力
が
あ
る
現
代

忍
者
と
強し

た
た
か
な
八
王
子
忍
者
が

創
っ
た
本
書
。
ぜ
ひ
忍
者
の
神
髄

を
学
ん
で
欲
し
い
。	

（
著
者
記
）

定
価
１
０
０
０
円
＋
税　
揺
籃
社
刊

新
書
判
、
80
ペ
ー
ジ

※�

本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『
忍
者
っ
て
な
ん
だ
！
』

私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
五
十
九

忍
者
ブ
ー
ム
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
忍
者
に
関
す
る
商
品
が
次
々
と
製
品
化
さ
れ
た
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
忍
者

体
験
に
列
を
な
し
た
り
。
そ
ん
な
忍
者
の
聖
地
と
言
え
ば
三
重
県
の
伊
賀
で
す
ね
。
本
書
の
著
者
・
池
田
裕
さ
ん
は

伊
賀
忍
者
研
究
会
代
表
。
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
数
多
の
忍
者
情
報
を
選
り
す
ぐ
り
、
初
心
者
向
け
に
ま
と
め
ま
し

た
。「
手
裏
剣
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
猫
の
目
は
時
計
代
わ
り
だ
っ
た
」
な
ど
、
驚
く
べ
き
事
実
が
満
載
。
共
著

の
遠
藤
進
さ
ん
に
よ
り
、
八
王
子
で
の
忍
者
の
活
躍
も
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
忍
者
を
知
る
な
ら
こ
の
１
冊
！

『
忍
者
っ
て
な
ん
だ
！
』　
池
田
　
裕
、
遠
藤
　
進 

共
著

60

61
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